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“夏は浴衣で盆踊り” “夏は浴衣で盆踊り” 

9　　 12006 SEPTEMBER

阿
久比
町マ
スコットキャラクターアグピーアグピー 阿

久比
町マ
スコットキャラクターアグピー 

８月　８月１６１６日、役場前の駐車場で「あぐいふれあい盆踊りの夕べ」が開かれ、多くの皆さんが日、役場前の駐車場で「あぐいふれあい盆踊りの夕べ」が開かれ、多くの皆さんが
盆踊りを楽しみました。盆踊りを楽しみました。

町長選挙投票日決定  …………………………２Ｐ

まちの話題  ……………………………………３Ｐ

処分場がピンチ  ………………………………６Ｐ

いきがい教室・講座受講生を募集  …………１０Ｐ

あぐいぶらり旅（村絵図を歩く）  …………１４Ｐ

お知らせ  ………………………………………１７Ｐ
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広報あぐい　２００６年９月１日号

□
場　

所　

阿
久
比
町
役
場

　

指
定
病
院
や
他
の
市
区
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
で
も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

重
度
の
身
体
障
害
者
な
ど
の
方
で
、
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便
に
よ

る
投
票
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町
の
町
長
を
選

ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
選
挙
結
果
が
私
た

ち
の
生
活
に
反
映
す
る
極
め
て
重
要
な
意

味
を
持
ち
ま
す
。
あ
な
た
の
貴
重
な
一
票

に
期
待
を
込
め
て
、
投
票
に
出
掛
け
ま

し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
７
・
２
３
７
）

投
票
で
き
る
人

　

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
十
八
年
八
月
二

十
日
以
前
か
ら
阿
久
比
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
当
日
ま
で
引
き

続
き
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。

期
日
前
・
不
在
者
投
票

　

十
一
月
二
十
六
日
の
投
票
日
当
日
、
仕

事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
は
、
期
日
前

投
票
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期　

間　

十
一
月
二
十
二
日（
水
）〜

　
　
　
　
　

二
十
五
日（
土
）

□
時　

間　

午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時

投
票
日

□
日　

時　

十
一
月
二
十
六
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
七
時
〜
午
後
八
時

□
場　

所　

各
投
票
所
（
下
表
）

選
挙
会
（
開
票
）

□
日　

時　

十
一
月
二
十
六
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
九
時
十
五
分
〜

□
場　

所　

中
央
公
民
館
南
館

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任
期
満
了
（
十
二
月
十
七
日
）
に
伴
う
阿

久
比
町
長
選
挙
の
投
票
日
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

立候補予定者説明会
□日　時　１０月２６日（木）
　　　　　午後１時３０分～
□場　所　役場大会議室

立候補届出
□日　時　１１月２１日（火）
　　　　　午前８時３０分～
　　　　　午後５時
□場　所　役場
　　　　　第３委員会室

阿久比町長
選挙投票日

１１
月
２６
日
に
決
ま
る 

１１
月
２６
日
に
決
ま
る

日
に
決
ま
る 
１１
月
２６
日
に
決
ま
る 

住 ん で い る 地 区投　票　所投票区

横松・萩・宮津東 部 小 学 校東 部

宮津団地・宮津山田宮 津 保 育 園宮津団地

板山・福住・福住園高台・
坂部・阿久比団地

※ふれあいの森英 比

高根台高根台集会所高 根 台

白沢・白沢台・メイツ巽ケ丘白 沢 区 民 館白 沢

草木草 木 小 学 校草 木

卯之山・阿久比・椋岡・矢口中央公民館南館阿 久 比

高岡・植・大古根南 部 小 学 校南 部

※　英比小学校屋内運動場工事に伴い、投票所が従来の場
所と変更になります。

投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投 票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票 所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所投　　票　　所

��������	
�������
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　夏休みを利用して、小学生、中学生、高校生が多
くのボランティア事業に参加しました。
　教育委員会の支援センターでは、小学生や中学生
にできる「夏休み宿題大作戦」「盆踊りのおどり子
さんアンドお手伝い」「図書館のお仕事」「せせら
ぎ清掃」の４つのボランティア事業を企画しました。
　８月１０日の「せせらぎ清掃」では、２０人の小学生
が、ふれあいの森の園内を流れる川の掃除を行いま
した。５人１組に並んでブラシを使い、人工の川に
付いた汚れを落としました。額に汗しながら子ども
たちは一生懸命がんばっていました。

　社会福祉協議会ではサマーボランティアスクー
ルを企画し、中学生と高校生が施設などで福祉ボ
ランティアを体験しました。
　８月１日、オアシスセンターで行われた「阿久
比デイサービスふれあい体験」には、阿久比高校
の生徒３人が参加しました。
　デイサービスに通う高齢者といっしょに健康体
操をしたり、食事の手伝いを行うなど交流を図り
ながら、楽しく一日を過ごしました。
　そのほかにも、阿久比高校の生徒たちは、もち
の木園生に水泳を教えたり、名鉄阿久比駅前の清
掃を行ったりと、積極的にボランティア活動に取
り組みました。

ふれあいの森の川を清掃する小学生 あぐいふれあい盆踊りの手伝いをする小、中学生

デイサービスで高齢者とふれあう高校生

図書館の仕事を体験する小、中学生
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広報あぐい　２００６年９月１日号

●親子でビーチボールバレーを楽しむ

　８月１９日、親子ビーチボールバレー決勝大会が東部
小学校体育館で行われました。
　４小学校区で予選を行い、勝ち進んできた１６チーム
が今回の決勝大会に出場しました。
　コートでは暑い中、親子で励まし合う姿が見られ、
熱戦を繰り広げていました。
　大会結果は次のとおりです。
　優勝　白沢西Ｂチーム　準優勝　植西Ａチーム
　３位　白沢東チーム・高根台Ａチーム

熱戦を繰り広げる親子チーム

●みんなで食べた給食おいしかったよ

　８月２２日、町給食センターが保育園に入園前の子ど
もたちに、仲間と食事をする楽しさを感じてもらおう
と、給食試食会を行いました。
　この日は、子育て支援事業として「なかよし広場」
が草木保育園で行われ、参加者のうち１６組の親子が、
鮭ずし、トウガンのくず煮などの給食を試食しました。
　「家ではあまりごはんを食べてくれないので、保育園
で給食を食べてくれるか心配です」と話す母親の横で、
「鮭ずしおいしかったよ」と子どもは給食の味に満足
した表情でした。

給食を楽しそうに食べる親子

　８月１６日、役場前駐車場であぐいふれあい盆踊りの
夕べが開かれました。
　浴衣を着た老若男女が阿久比音頭の曲などと太鼓の
音に合わせて、やぐらの周りを輪になって踊りました。
　約２，０００人の参加者は、心地よい汗をかきながら“ふ
るさと阿久比”で日本の夏を堪能しました。

�������
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●万博でも使用されたアンチヒートブロックを整備

　人にやさしい街づくりの推進の一環で、名鉄阿久比
駅前の歩道にアンチヒートブロックを整備しました。
　このブロックは昨年開催された愛知万博の会場でも
使用されました。タイヤのゴムをリサイクルして作ら
れ、透水性と弾力性があるために、水たまりや滑りが
少なく、安全で快適な歩行感があります。
　「歩いた感じが軟らかいので、足やひざに負担が掛か
らないような気がします。お年寄りにはとてもいい歩
道だと思います」と駅を利用する高校生が話してくれ
ました。

駅前に整備されたアンチヒートブロックの上を歩く高校生

●学校の先生が保育園で研修

　幼・保・小・中一貫教育プロジェクトの研究の一環
として、小・中学校と幼稚園の先生が町内の保育園８
カ所で研修を行いました。
　研修は、小学校へ入学する前の子どもの現状を知る
ことを目的に、町内に勤務する先生約１１０人が参加して
保育への理解を深めました。
　「子どもは保育園児も小学生も純粋で同じ。その場に
応じて声を掛けてあげることが必要ではないでしょう
か」と研修を終えた先生が話していました。

南部保育園の園庭で楽しく遊ぶ園児と中学校の先生

●献血への協力で感謝状

　第４２回献血運動推進全国大会で中野工業㈱（草木）
に厚生労働大臣から感謝状が贈呈されました。
　血液センターが実施する献血事業に従業員の皆さん
が昭和５９年から定期的に年２回、協力している功績が
認められました。
　中野工業では「従業員の家族に血が必要になったの
がきっかけで献血に協力を始めた。感謝状をいただけ
るなんて思ってもみなかった。これを励みに、今後も
出来る限り献血に協力していきたい」と話していまし
た。

感謝状を手にする中野工業会長

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

カボチャの数珠つなぎ 

　あなたは写っていませんか。
もし写っていれば、写真をおわ
けしますのでご連絡ください。

企画財政課（内３０３）
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皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
は
、
東

部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
阿
久
比
町
、

大
府
市
、
豊
明
市
、
東
浦
町
で
構
成
）
に

運
ば
れ
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
年
間
（
平
成
十
七
年
度
）
に
阿
久
比

町
か
ら
東
部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
可
燃
ご
み
が

七
千
十
ト
ン
、
不
燃
ご
み
が
四
百
八
十
三

ト
ン
、
合
計
七
千
四
百
九
十
三
ト
ン
で
し

た
。

　

可
燃
ご
み
は
、
ご
み
処
理
施
設
で
焼
却

処
理
さ
れ
ま
す
。
ご
み
は
、
燃
や
し
て
も

無
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
焼
却

処
理
さ
れ
た
後
に
は
、「
焼
却
灰
」
が
残
り

ま
す
。

　

不
燃
ご
み
と
粗
大
ご
み
は
、
破
砕
処
理

施
設
で
破
砕
処
理
さ
れ
た
後
、
可
燃
物
、

破
砕
不
燃
物
、
金
属
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
焼
却
灰
の
量
は
九
百
三
十

七
ト
ン
、
破
砕
不
燃
物
の
量
は
百
九
ト
ン

と
な
り
合
計
千
四
十
六
ト
ン
が
、
最
終
処

分
場
で
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
ま
す
。（
搬
入

さ
れ
た
ご
み
の
約
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
）

　

阿
久
比
町
に
は
、
最
終
処
分
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
焼
却
灰
と
破
砕
不
燃
物
の

合
計
千
四
十
六
ト
ン
を
知
多
市
※
１
と
碧

南
市
※
２
の
最
終
処
分
場
へ
搬
入
し
、埋
め

立
て
処
分
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
の
処
分
場
も
あ
と
数
年
後
に
は
処

分
容
量
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
新
た
な

処
分
場
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　

最
終
処
分
場
の
延
命
を
図
る
た
め
に
も
、

ご
み
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
抑
え
、
ご
み

と
し
て
排
出
さ
れ
た
も
の
で
再
利
用
で
き

る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
、
ご
み

の
減
量
と
資
源
化
に
協
力
く
だ
さ
い
。

※
１　

財
団
法
人
愛
知
臨
海
環
境
整
備
セ

ン
タ
ー（
略
称
：
A
S
E
C
）。
名
古

屋
港
南
五
区（
知
多
市
新
舞
子
地
先
）

※
２　

衣
浦
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
廃
棄
物

最
終
処
分
場
（
碧
南
市
港
南
町
２
‐

８
‐
２
の
地
先
）

ご
み
減
量
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
３
Ｒ
」

　
「
３
Ｒ
」
と
は
、
循
環
型
社
会
形
成
の
た

め
の
、
ご
み
の
発
生
抑
制
（R

educe

リ

デ
ュ
ー
ス
）、
再
使
用
（R

eu
se

リ
ユ
ー

ス
）、
再
利
用
（R

ecycle

リ
サ
イ
ク
ル
）

の
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

R
educe 　

で
き
る
だ
け
、
ご
み
は
作
ら

な
い
。
無
駄
な
も
の
は
買
わ
な
い
、
も
ら

わ
な
い
。

例
え
ば　

買
い
物
の
と
き
は
、
買
い
物
袋

（
マ
イ
バ
ッ
ク
）
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を

断
る
。

R
euse 　

ま
だ
使
え
る
も
の
は
ご
み
に
し

な
い
で
、
別
の
使
い
方
を
考
え
る
。

例
え
ば　

不
用
に
な
っ
た
服
は
、リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
り
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
す
。

R
ecycle 　

ご
み
と
し
て
捨
て
る
と
き
は
、

大
切
な
資
源
と
し
て
生
か
せ
る
よ
う
、
正

し
く
分
け
て
捨
て
る
。

例
え
ば　

P
E
T
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
ビ

ン
類
な
ど
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
い
、

き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
す
。

�
　

資
源
と
な
る
紙
類
や
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
製

容
器
包
装
（
廃
プ
ラ
）
を
燃
え
る
ご
み
と

し
て
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

菓
子
箱
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
な
ど
は
、
資

源
ご
み
の
ボ
ー
ル
紙
と
し
て
収
集
し
て
い

ま
す
。
燃
え
る
ご
み
に
出
さ
ず
、
資
源
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

廃
プ
ラ
に
つ
い
て
も
分
け
方
・
出
し
方

を
確
認
し
て
、
分
別
収
集
や
ご
み
の
減
量

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

「
資
源
」と
な
る
も
の
が

「
ご
み
」に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

プラスチック製容器包装（廃プラ）
◎　無色（半透明）の指定袋に入れて出してください。（指定袋は町内
のスーパー・コンビニなどで特大７０㍑・大４５㍑ の２種類を販売して
います）

◎　週１回の収集です。必ず決められた日に出してください。
◎　収集日当日朝から午前８時までに決められたごみステーション
（燃えるごみと同じ）へ出してください。

出　　し　　方主　な　品　目

◎食べ物の付着や汚れを落とし
水を切ってから出してください。
（洗い物の残り水ですすいでい
ただく程度で結構です。）

◎マヨネーズ・からしなどの
チューブ類・ラップ類などの汚
れの落ちないものは燃えるごみ
に出してください。

◎プラスチック製容器包装の表
示を参考にしてください。（つい
ていない商品もあります）

◎ポリバケツやプラスチックの
おもちゃなど商品そのものは対
象になりませんので、燃えるご
みに出してください。

◎ボトルやカップに張ってある
紙のシールははがさなくて結構
です。

◎シャンプーやリンスのポンプ
式のフタは燃えるごみへ出して
ください。（中に金属が入ってい
るものがあります）

①　ボトル類：洗剤、シャン
プー・リンス・化粧品などの
容器、たれ・つゆ・ドレッシ
ング・乳酸飲料などの容器、
ビタミン剤・うがい薬・目薬
などの容器

②　パック・カップ類：カップ
ラーメン・プリン・インスタ
ント食品・コンビニの弁当箱
など、卵パック・一口ゼリー
などの容器

③　トレイ類：総菜・肉・魚な
どのトレイ

④　ポリ袋・ラップ類：野菜・
そば・パン・インスタント・
冷凍食品などの袋、タバコ・
菓子などの薄い外フィルム、
商品が入っていた袋（レジ袋）
など

⑤　緩衝材類：家電製品などを
保護した発砲スチロールなど

⑥　網・ネット類：たまねぎ・
みかんなどの網ネット、りん
ご・ももなどの発砲スチロー
ルネット

⑦　フタ類：ペットボトル・空
きびんなどのプラスチック製
のフタ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

写真は衣浦ポートアイランド廃棄物最終処分場
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生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含
み
、
ご
み
の

重
量
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
東
部
知
多

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
燃
焼
効
率
も
下
げ

ま
す
。
生
ご
み
を
捨
て
る
と
き
は
水
分
を

よ
く
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
ご
み
の
多
く
は
、
料
理
の
食
べ
残
し

で
す
。
食
べ
き
れ
る
分
だ
け
作
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、
生
ご
み
減
量
の
基
本
で
す
。

　

野
菜
の
皮
や
茎
、
葉
な
ど
、
捨
て
て
し

ま
っ
て
い
た
部
分
や
、
残
っ
た
お
か
ず
を

利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
、
生
ご

み
の
減
量
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
装
置

（
生
ご
み
処
理
機
）
の
購
入
費
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の

　

約
三
分
の
一
が
生
ご
み
で
す

容器処理機

家庭から出たごみが搬入される東部知多クリーンセンター

東部知多クリーンセンターへ運ぶごみを収集する清掃車

　犬の散歩時に、フンの後始末をしない心ない飼い主により道路や公園、私有地にそのままフンが放置されている
という苦情が多数寄せられています。
　犬の飼い主の方は、次のことに注意してください。

○ 散歩には、必ずフンの後始末ができる用意をして出掛け、飼い主が責任をもって持ち帰ってください。
○ 放し飼いは人に危害を与えたり、私有地を荒らしたりする危険性がありますので、絶対にしないでください。
○ 人に危害を加えないよう、安全な場所で飼ってください。
○ １日１回は必ず適度な運動をさせ、無駄ぼえをさせないようにしてください。
○ 鑑札・注射済票（金属プレート）は、首輪に付けてください。
○ 飼い主の承諾なく餌を与えないでください。

次の場合は、鑑札・注射済票を添えて届け出をしてください。
①  犬が死亡したときは、環境衛生課へ
②  犬の所在地、飼い主の住所、飼い主が変わったときは、犬の所在地の市区町村担当課へ

□問い合わせ先　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１７）

�

�

�

�

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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全
国
レ
ベ
ル
の
組
織
団
体
で
、
阿
久
比

町
で
も
四
つ
の
小
学
校
に
あ
り
ま
す
。

　

八
月
二
日
、
愛
知
県
消
防
学
校
（
尾
張

旭
市
）
で
「
一
日
入
校
」
が
行
わ
れ
、
阿

久
比
町
か
ら
も
十
六
人
の
ク
ラ
ブ
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
員
は
、
県
下
（
名
古
屋
市
を
除

く
）
の
消
防
署
新
人
署
員
の
指
導
の
下
、

ロ
ー
プ
体
験
・
地
震
体
験
・
煙
道
体
験
・

救
急
体
験
・
放
水
体
験
・
規
律
体
験
・
ロ
ー

プ
結
索
・
消
防
車
試
乗
な
ど
に
挑
戦
し
ま

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
は
、
少

年
期
か
ら
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識
を
身

に
付
け
さ
せ
、
具
体
的
に
は
火
遊
び
な
ど

の
危
険
な
行
為
を
防
止
し
て
、
各
家
庭
や

学
校
で
火
災
の
防
止
を
図
り
、
火
災
予
防

思
想
の
基
礎
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

河
川
水
位
警
戒
標
識
を
設
置
し
て
い
ま
す

４５ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

　

教
室
で
は
阿
久
比
支
署
の
職
員
が
講
師

と
な
り
、
親
子
で
応
急
手
当
の
方
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い

方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
包
帯
代
わ

り
に
頭
な
ど
に
巻
い
た
り
し
て
、
実
際
に

応
急
手
当
を
体
験
し
ま
し
た
。「
覚
え
て
し

ま
え
ば
簡
単
。
近
所
の
知
り
合
い
の
人
に

も
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

八
月
五
日
、
中
央
公
民
館
で
夏
休
み
親

子
救
急
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

自
分
や
大
切
な
家
族
の
命
は
自
分
た
ち

で
守
っ
て
も
ら
お
う
と
、
町
と
半
田
消
防

署
阿
久
比
支
署
が
企
画
し
ま
し
た
。

し
た
。

　

一
日
入
校
を
し
た
児
童
た
ち
は
、
貴
重

な
体
験
を
し
て
「
放
水
体
験
は
、
自
分
の

ね
ら
っ
た
所
に
水
が
な
か
な
か
当
た
ら
な

く
て
大
変
で
し
た
」。「
友
達
が
け
が
を
し

た
ら
、
今
日
勉
強
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
、

応
急
手
当
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま

す
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
愛
知
県
消
防
学
校
一

日
入
校
は
、
児
童
た
ち
に
消
防
に
つ
い
て

の
関
心
を
深
め
さ
せ
、
防
火
意
識
の
高
揚

と
ク
ラ
ブ
員
の
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

愛
知
県
消
防
学
校
一
日
入
校

放水体験をするクラブ員ら

今回一日入校をしたＢＦＣのメンバー

親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応
急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉
強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強ストッキングを使った応急手当を行う親子

　

八
月
五
日
、
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動
の
一
環
で
、
ア
ピ
タ
阿
久
比
店

で
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
久
比
町
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
会
員
や
半
田
警
察
署
ら
約

八
十
人
が
、
訪
れ
た
人
に
啓
発
グ
ッ
ズ
な

ど
を
配
り
、
防
犯
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
草
木
保
育
園
児
二
十
五
人
が

警
察
官
の
制
服
姿
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
し
、「
ち
び
っ
こ
警
察
官
」
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

啓発グッズを手渡すちびっこ警察官

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察
官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
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�
草
木
川　
　

昭
和
橋
下
流
右
岸

�
阿
久
比
川　

白
沢
橋
上
流
右
岸

�
福
山
川　
　

福
住
新
橋
下
流
左
岸

�
西
谷
川　
　

神
田
橋
下
流
右
岸

�
殿
越
川　
　

卯
之
宮
橋
上
流
左
岸

�
蟹
田
川　
　

野
添
橋
下
流
左
岸

�
阿
久
比
川　

宮
津
橋
上
流
右
岸

�
前
田
川　
　

梶
明
橋
下
流
右
岸

�
英
比
川　
　

楢
橋
下
流
左
岸

�
十
ケ
川　
　

矢
勝
川
除
塵
機
上
流
右
岸

�
阿
久
比
川　

坂
部
橋
下（
愛
知
県
設
置
）

�
矢
勝
川　
　

岩
滑
西
橋
上
流
右
岸

　
　
　
　
　
　
（
半
田
市
設
置
）

�
矢
勝
川　
　

高
田
橋
上
流
右
岸

　
　
　
　
　
　
（
半
田
市
設
置
）

�
矢
勝
川　
　

矢
勝
川
除
塵
機
南
右
岸

　
　
　
　
　
　
（
半
田
市
設
置
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
２
）

１２ 
１４ 

１３ 

１０ 9

8

7

6

5

4

１１ 

3

2

1

標  識  設  置  個  所

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

町
で
は
河
川
の
増
水
を
早
期
に
察
知
す
る
た
め
に
、
左
記
の
場
所
に
河
川
水
位
警
戒
標
識
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
設
置
個
所
や
平
常
時
の
水
位
な
ど
を
把
握
し
て
、
も
し
も
の
時
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

殿越川の河川水位警戒標識

河
川
水
位
警
戒
標
識
を
設
置
し
て
い
ま
す

設
置
個
所
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◆
期
間　

九
月
二
十
七
日（
水
）

　
　
　

〜
十
二
月
六
日（
水
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午
ほ
か

◆
会
場　

中
央
公
民
館
ほ
か

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
講
師　

苗
代
句
会
（
文
化
協
会
）

◆
内
容　

初
心
者
の
た
め
の
俳
句
教
室
で

す
。
十
一
月
二
十
二
日
は
、
紅
葉

の
名
所
へ
バ
ス
で
吟
行
へ
行
き
ま

す
。

�◆
期
間　

十
月
四
日（
水
）、

　
　
　
　

十
月
十
八
日（
水
）　

全
２
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ほ
か

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
講
師　

施
設
職
員
・
環
境
衛
生
課
職
員

◆
内
容　

私
た
ち
が
出
し
た
ご
み
は
、
ど

ご
み
を
知
ろ
う
！

こ
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
か
を
施
設

に
行
っ
て
学
び
ま
す
。

�◆
期
日　

十
月
五
日（
木
）

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
講
師　

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
職
員

◆
内
容　

犬
の
し
つ
け
の
仕
方
や
マ
ナ
ー
、

病
気
の
予
防
な
ど
の
教
室
で
す
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

�◆
期
間　

十
月
六
日（
金
）

　
　
　

〜
十
一
月
十
七
日（
金
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

六
千
二
百
円
程
度

◆
講
師　

都
筑　

宰
（
魚
与
）

◆
内
容　

和
食
の
基
本
や
魚
の
お
ろ
し
方

な
ど
プ
ロ
が
教
え
ま
す
。

�◆
期
間　

十
一
月
十
八
日（
土
）

　
　
　

〜
十
二
月
十
六
日（
土
）　

全
五
回

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

犬
の
し
つ
け
と
マ
ナ
ー

和
食
あ
れ
こ
れ

平
成
十
八
年
度
地
域
開
催
講
座

「
歴
史
講
座
・
古
代
中
世
の
宗
教
と
支
配
」

◆
定
員　

百
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
講
師　

日
本
福
祉
大
学
副
学
長　

　
　
　
　

福
岡
猛
志
ほ
か

◆
内
容　
「
古
代
中
世
の
宗
教
と
支
配
」を

テ
ー
マ
に
五
人
の
講
師
が
講
演
し

ま
す
。

※
地
域
開
催
講
座
は
愛
知
県
と
阿
久
比
町

の
共
催
講
座
で
す
。
阿
久
比
町
在
住
・
在

勤
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

�◆
期
間　

十
一
月
七
日（
火
）

　
　

〜
十
一
月
二
十
一
日（
火
）　

全
三
回

◆
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

◆
会
場　

岡
崎
城
・
刈
谷
市
郷
土
資
料
館

ほ
か

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

六
百
円（
施
設
入
館
料
）

◆
講
師　

施
設
職
員
・

　
　
　
　

郷
土
学
習
同
好
会（
文
化
協
会
）

◆
内
容　

家
康
の
生
母
於
大
の
方
の
人
生

を
、
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
な
が
ら

学
び
ま
す
。

歴
史
探
訪
！「
於
大
の
方
、そ
の
足
跡
を
巡
る
」

平
成
１８
年
度
第
３
期 

　 
い
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 
　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を

支
援
す
る「
い
き
が
い
教
室
」を
開
講
し
ま
す
。年
四
回
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。今

回
は
そ
の
第
三
回
目
で
す
。
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
・
親
子
対
象
の
講
座
の
案
内
は
各
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

歴史講座

俳
句
教
室
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�◆
期
日　

九
月
二
十
九
日（
金
）

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
七
宝
町
）

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

　
　
　
　
　
　

（
昼
食
代
込
み
）

◆
講
師　

施
設
職
員

◆
内
容　

七
宝
焼
き
で
自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
を
作
り
ま

せ
ん
か
。
現
地
ま
で
バ
ス
で
送
迎

し
ま
す
。
見
本
は
公
民
館
に
展
示

し
て
あ
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
Ⅱ

「
七
宝
焼
づ
く
り
」

�◆
期
間　

九
月
二
十
六
日（
火
）

　
　
　

〜
九
月
二
十
九
日（
金
）　

全
四
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
九
人

◆
受
講
料
な
ど　

八
百
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
て
み
た
い
方

の
た
め
の
基
礎
講
座
で
す
。

�◆
期
間　

十
月
十
三
日（
金
）

　
　
　

〜
十
月
二
十
日（
金
）　

全
六
回

◆
時
間　

①
午
前
十
時
〜
正
午

　
　
　
　

②
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
九
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
内
容　

初
心
者
の
た
め
の
ワ
ー
ド
の
基

礎
講
座
で
す
。

※
申
し
込
み
は
①
②
の
ど
ち
ら
か
で
お
願

い
し
ま
す
。

�◆
期
間　

十
一
月
二
十
九
日（
水
）

　
　
　

〜
十
二
月
一
日（
金
）　

全
三
回

◆
時
間　

①
午
前
十
時
〜
正
午

　
　
　
　

②
午
後
一
時
半

　
　
　
　
　

〜
午
後
三
時
半

　
　
　
　

③
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
基
礎
」

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド
の
基
礎
」
①
②

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
年
賀
状
を
作
ろ
う
」
①
②
③

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
九
人

◆
受
講
料
な
ど　

六
百
円

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年

賀
状
を
作
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
①
②
③
の
い
ず
れ
か
を
お

願
い
し
ま
す
。

�◆
期
間　

十
月
十
六
日（
月
）

　
　

〜
十
二
月
二
十
五
日（
月
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
八
百
円

◆
講
師　

太
田
佳
子

◆
内
容　

キ
ュ
ー
ト
な
テ
ー
ブ
ル
セ
ン

タ
ー
を
作
り
ま
す
。
見
本
は
公
民

館
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

�◆
期
日　

十
二
月
八
日（
金
）

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
一
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
百
円
程
度

◆
講
師　

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

◆
内
容　

阿
久
比
米
を
使
っ
て
パ
ン
を
作

り
ま
す
。

楽
し
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

阿
久
比
米
で
パ
ン
作
り

申
込
資
格

　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
方

申
込
期
間

　

九
月
十
五
日（
金
）

いきがい教室・講座開講

シニアチャレンジスクール

問い合せ先
社
会
教
育
課
公
民
館
係

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
６
０
）

F
A
X（
４
８
）６
２
２
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shakyo@
tow
n.agui.lg.jp

申込方法
　

電
話
（
平
日
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
公
民

館
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

阿
久
比
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
暮
ら

し
の
情
報
」
か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

開講にあたって
　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
初
め
て

の
方
を
優
先
し
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
申
し
込
み
が
十
人
未

満
の
場
合
や
講
師
の
都
合
に
よ
り

変
更
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

『
歯　
　

編
』

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
は
、
皆
さ
ん
が
自
分
自
身
の
健
康
に

２１関
心
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
「
歯
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

お
い
し
い
も
の
を
楽
し
く
味
わ
っ
て
食

べ
る
の
に
、
欠
か
せ
な
い
の
が
「
歯
」
で

す
。
大
切
な
歯
を
守
る
た
め
に
は
、
虫
歯

と
歯
周
病
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

虫
歯
と
歯
周
病
は
、
丁
寧
な
歯
磨
き
と

定
期
的
な
歯
科
健
診
、
正
し
い
生
活
習
慣

を
心
掛
け
る
こ
と
で
、
十
分
に
予
防
で
き

る
病
気
で
す
。

　

一
度
失
っ
た
歯
は
、
も
う
二
度
と
戻
り

ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い

１０年後の目標
１０年後の
目　　標現状値

６０．０％４７．２％（男性 高齢期）
３１．４％（女性 高齢期）

①２０本以上歯がある
人の割合

２５．０％
青年期　１２．５％
壮年期　１９．３％
高齢期　１７．９％

②年に１回歯科健診
を受けている人の
割合

９０．０％
青年期　４９．２％
壮年期　５８．３％
高齢期　４８．０％

③８０２０運動を知って
いる人の割合

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。
※８０２０運動：８０歳で２０本以上の自分の歯を保つこと。

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
活
習
慣
を

も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

�

�

�

�

���������������������

���������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
目
標

�　

一
日
二
回
以
上
、
歯
磨
き
を
行
い

ま
す
。

�　

必
要
に
応
じ
、
糸
よ
う
じ
な
ど
の

歯
間
部
清
掃
用
具
を
使
い
ま
す
。

�　
 
８  
０  
２  
０ 
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

は
ち 
ま
る 
に
い 
ま
る

�　

禁
煙
に
心
掛
け
ま
す
。

�

�

�

�

����������������������

����������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

��　

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
法
を
身
に

付
け
ま
す
。

�　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
決
め
、
一

年
に
一
回
以
上
、
定
期
的
に
歯
科
健

診
を
受
け
ま
す
。

（　

歳
以
上
）

６５

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

は
じ
め
の
一
歩
の
取
り
組
み

��　

虫
歯
や
歯
周
病
な
ど
の
歯
の
喪
失

原
因
を
理
解
し
ま
す
。

�　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
決
め
、
一

年
に
一
回
以
上
、
定
期
的
に
歯
科
健

診
を
受
け
ま
す
。

��　

虫
歯
や
歯
周
病
な
ど
の
歯
の
喪
失

原
因
を
理
解
し
ま
す
。

�　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
決
め
、
一

年
に
一
回
以
上
、
定
期
的
に
歯
科
健

診
を
受
け
ま
す
。

（　

歳
〜　

歳
）

２０

３９

（　

歳
〜　

歳
）

４０

６４

い
つ
ま
で
も
、
食
べ
た
い
物
が

食
べ
ら
れ
る

磨けていますか？こんなところ。 磨けていますか？こんなところ。 
磨きにくい場所には歯垢がたまりやすくなっています。 
磨き残しがないように丁寧に磨きましょう。 

前歯の裏側 
歯ブラシのかかと 
部分で、かき出す 
ように磨く 

歯と歯の間は 
　デンタルフロスで 

歯と歯肉の境目はバス法で時間をかけて 

上あごの一番後ろの歯の裏側は、 
歯ブラシのピンポイントで磨く 

奥歯の溝は強めに 
かき出すように 

バス法とは、毛先を４５度の角度に 
あてて、こきざみに振動させます。 

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

※はちまるにいまる
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□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
保
健
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
歯
周
疾
患
検
診

を
町
内
の
半
田
歯
科
医
師
会
に
加
入
し
て

い
る
歯
科
医
院
で
実
施
し
ま
す
。

　

口
の
中
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
全
身

の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
事

を
す
る
た
め
に
は
、
歯
肉
炎
・
歯
周
炎
な

ど
の
歯
周
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
歯
科
健
康
診
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

□
対
象
者

　

今
年
度
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜
平

成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
）
で
四
十
歳
、

五
十
歳
、
六
十
歳
、
七
十
歳
に
な
る
方

（
対
象
者
へ
は
通
知
し
ま
す
）

□
受
診
期
間

　

九
月
一
日（
金
）〜
十
月
三
十
一
日（
火
）

□
内　

容

　

歯
・ 
顎 
関
節
・
歯
周
病
な
ど
の
検
査
、

が
く

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど

□
費　

用

　

無　

料
（
治
療
に
か
か
る
費
用
に
つ
い

て
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
）

□
持
ち
物

　

歯
科
健
康
診
査
通
知
書
（
対
象
者
へ
通

知
し
ま
す
）・
健
康
保
険
証

《
受
診
で
き
る
歯
科
医
院
》

　

＊
予
約
を
し
て
受
診
く
だ
さ
い

電　　　話住              所歯 科 医 院 名

４８�０２６２阿久比町大字福住字平野２１�１稲葉歯科医院

４８�４１３９阿久比町大字福住字高根台１１�７中村歯科医院

４８�４６０１阿久比町大字板山字東台２１�２ひがし台歯科医院

４８�８００８阿久比町大字宮津字名師１５�１石橋歯科医院 

４８�３９３９阿久比町大字草木字花吹２１竹内歯科医院

４８�６０６０阿久比町大字卯坂字小谷１０３関歯科医院

４８�７２３４阿久比町大字卯坂字古見堂６６�１若子歯科

４８�３５６５阿久比町大字阿久比字宮後３２やなぎその歯科

４８�９６０８阿久比町大字椋岡字唐松３�３クローバーこども歯科

　

印
鑑
登
録
証
明
書
（
一
通
二
百
円
。
印

鑑
証
明
と
通
常
は
言
っ
て
い
ま
す
。）が
必

要
な
方
は
印
鑑
登
録
証
が
必
要
で
す
。

　

印
鑑
登
録
を
し
て
印
鑑
登
録
証
を
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

印
鑑
登
録
が
で
き
る
方
は
、
阿
久
比
町

に
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
、
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
方
で
す
。

　

十
五
歳
未
満
の
方
、
成
年
被
後
見
人
の

方
は
、
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

�①　

阿
久
比
町
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
氏
名
、
氏
、
名
で
な
い

も
の
と
、
氏
名
の
一
部
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
で
な
い
も
の
。

②　

印
影
の
大
き
さ
が
、
一
辺
の
長
さ
八

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
よ
り
小
さ
い

も
の
と
、
一
辺
の
長
さ
が
二
十
五
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
よ
り
大
き
い
も
の
。

③　

ゴ
ム
印
な
ど
印
鑑
の
形
態
が
変
形
し

や
す
い
も
の
。（
ス
タ
ン
プ
印
な
ど
。）

④　

印
影
が
鮮
明
で
な
い
も
の
。（
印
鑑
が

欠
け
て
い
る
な
ど
。）

⑤　

一
人
に
二
つ
以
上
の
印
鑑
の
登
録
。

⑥　

職
業
、
資
格
そ
の
ほ
か
氏
名
以
外
の

事
項
を
表
し
て
い
る
も
の
。

⑦　

家
族
が
既
に
登
録
し
て
い
る
も
の
。

⑧　

そ
の
ほ
か
、
登
録
に
適
当
で
な
い
と

印
鑑
登
録
の
資
格
は

印
鑑
登
録
の
資
格
は

次
の
印
鑑
は
登
録
で
き
ま
せ
ん

次
の
印
鑑
は
登
録
で
き
ま
せ
ん

判
断
さ
れ
た
場
合
。

�町
外
へ
転
出
し
た
場
合

　

転
出
す
る
と
阿
久
比
町
の
住
民
登
録

（
外
国
人
登
録
も
同
じ
）
が
な
く
な
る
の

で
、
印
鑑
登
録
は
抹
消
さ
れ
ま
す
。

死
亡
し
た
場
合

　

死
亡
し
た
場
合
も
阿
久
比
町
の
住
民
登

録
（
外
国
人
登
録
も
同
じ
）
が
な
く
な
る

の
で
印
鑑
登
録
は
、
抹
消
さ
れ
ま
す
。

登
録
し
た
印
の
文
字
が
氏
名
の
字
と
違
っ

て
し
ま
っ
た
場
合

・　

氏
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い
た
が
結
婚

を
し
て
、
氏
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
（
名
前
で
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
抹
消

さ
れ
ま
せ
ん
。）
な
ど
。

・　

名
前
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い
た
が
名

を
変
更
し
た
場
合
（
氏
で
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
抹
消
さ
れ
ま
せ
ん
。）
な
ど
。

�
　

印
鑑
登
録
証
明
書
に
は
、
印
影
の
写
し
、

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
証
明

書
発
行
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
提

出
先
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

戸
籍
住
民
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
５
・
２
２
４
）

次
の
場
合
に
は
登
録
が
抹
消
さ
れ
ま
す

次
の
場
合
に
は
登
録
が
抹
消
さ
れ
ま
す

印
鑑
登
録
証
明
書
の
記
載
事
項
と

印
鑑
登
録
証
明
書
の
記
載
事
項
と

有
効
期
限

有
効
期
限

第
九
回
　
印
鑑
登
録
① 
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今
回
は
坂
部
村
の
村
絵
図
を
見
な
が
ら

ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

　

最
初
に
「
久
松
佐
渡
守
古
城
跡
」（
城
は

徳
川
家
康
の
生
母
於
大
の
方
の
夫
久
松
俊

勝
が
築
城
）
と
記
さ
れ
、
現
在
は
城
山
公

園
と
な
っ
て
い
る
場
所
を
訪
れ
る
。

　

盆
を
過
ぎ
て
も
暑
い
日
が
続
く
。
セ
ミ

の
鳴
き
声
が
に
ぎ
や
か
だ
。
公
園
で
は
タ

モ
を
持
っ
た
親
子
が
虫
取
り
を
楽
し
ん
で

い
る
。
幼
い
子
が
自
慢
げ
に
捕
ま
え
た
ア

ブ
ラ
ゼ
ミ
を
手
に
持
っ
て
見
せ
て
く
れ
る
。

公
園
内
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
石
碑
が
、
城

の
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

次
に
洞
雲
院
に
向
か
う
。
境
内
を
通
り
、

於
大
の
方
の
遺
髪
墓
な
ど
が
並
ぶ
久
松
・

松
平
家
葬
地
に
着
く
。
何
度
も
訪
れ
て
い

る
が
、
い
つ
来
て
も
こ
の
一
帯
だ
け
に
木

漏
れ
日
の
光
が
射
し
込
む
、
幻
想
的
な
場

所
で
あ
る
。

　

洞
雲
院
の
裏
山
か
ら
道
が
、
八
幡
神
社

へ
と
続
い
て
い
た
。
村
絵
図
に
記
さ
れ
て

い
る
氏
神
が
こ
の
場
所
の
よ
う
だ
。
背
の

高
い
木
が
う
っ
そ
う
と
茂
る
、
静
か
な
森

の
中
に
神
社
が
あ
る
。

　

拝
殿
前
の
広
場
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に

な
っ
て
い
る
。
森
の
中
で
あ
る
せ
い
か
、

陽
が
あ
ま
り
当
た
ら
ず
、
夏
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
む
に
は
最
適
な
場
所
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
も
セ
ミ
の
鳴
き

声
は
に
ぎ
や
か
だ
。

　

阿
久
比
町
誌
村
絵
図
解
説
書
に
は
、

「
阿
ら
畑
」
に
あ
る
塚
に
月
宮
姫
の
墓
、

通
称
「
お
塚
さ
ん
」
と
言
わ
れ
る
観
音
像

が
安
置
さ
れ
、
祈
る
と
美
人
に
な
る
と
の

伝
説
が
残
る
と
あ
る
。
こ
の「
お
塚
さ
ん
」

を
探
す
こ
と
に
し
た
。

　

村
絵
図
と
現
在
の
地
図
を
見
比
べ
る
と
、

「
阿
ら
畑
」
は
現
在
の
「
東
新
畑
」
辺
り

で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
周
辺
の
畑
を

歩
い
た
。

　

畑
で
仕
事
を
す
る
男
性
に
「
お
塚
さ
ん

と
呼
ば
れ
て
い
る
観
音
像
を
知
り
ま
せ
ん

か
」
と
、
尋
ね
る
。「
こ
れ
だ
よ
」
と
、
言

わ
れ
る
。
土
が
盛
ら
れ
て
塚
に
な
っ
て
い

る
前
に
高
さ
五
十
㌢ 
程
の
石
造
。
ま
さ
に

探
し
て
い
た
も
の
が
目
の
前
に
あ
る
。

　

偶
然
に
も
出
会
っ
た
こ
の
男
性
は
、
先

代
か
ら
こ
の
観
音
像
を
世
話
し
て
い
る
と

話
し
て
く
れ
た
。「
女
性
が
こ
の
観
音
像

に
祈
る
と
美
人
に
な
る
そ
う
で
す
が
」
と

聞
く
と
、「
そ
ん
な
風
に
言
わ
れ
て
い
る

み
た
い
だ
ね
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
る
。

　
「
そ
う
い
え
ば
坂
部
地
区
の
女
性
は
美

人
が
多
い
で
す
よ
ね
」
と
友
人
が
い
つ
も

の
よ
う
に
調
子
の
い
い
こ
と
を
口
に
す
る
。

　

今
回
の
ぶ
ら
り
旅
で
は
、
残
り
少
な
い

夏
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
セ
ミ
の
鳴
き
声

が
と
て
も
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
最
後
に
山

之
神
を
訪
れ
た
が
、
数
え
た
だ
け
で
十
匹

以
上
の
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
が
木
に
止
ま
っ
て
い

た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
セ
ミ
の
声
が
聞
こ

え
る
は
ず
で
あ
る
。

城山公園で虫取りを楽しむ親子

坂部村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

「お塚さん」と呼ばれている観音像
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皆
さ
ん
は
「
虫
供
養
」
が
ど
ん
な
行
事

か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

虫
供
養
は
米
作
り
や
野
菜
作
り
で
、
犠

牲
に
な
っ
た
田
畑
の
虫
を
供
養
す
る
た
め

に
、
念
仏
を
行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
知
多
出
身
の

僧
、
良
忍
が
広
め
た
民
俗
信
仰
行
事
で
す
。

　

現
在
は
町
内
十
三
地
区
の
持
ち
回
り
で

一
年
ず
つ
順
番
に
行
事
が
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

八
百
年
以
上
も
の
長
い
間
、
阿
久
比
の

人
々
が
守
っ
て
き
た
民
俗
信
仰
行
事
か
ら

は
、
私
た
ち
の
先
祖
が
自
然
と
と
も
に
歩

み
、
そ
の
恵
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
生
活

し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

米
や
野
菜
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
虫
供
養
は

農
家
の
方
と
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
大

切
な
行
事
で
す
。

　

虫
供
養
当
日
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
は
次
号

で
紹
介
し
ま
す
。

とき：９月２３日（祝日） 
　　　午前１０時～午後５時 

場所：矢口公民館 

　わたしたちが毎日食べ
るお米は農家の方が大切
に作ったお米です。毎日、
感謝して食べなきゃね。 �

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

夏
休
み
に
子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

☆
夏
休
み
子
ど
も
教
室

　

自
然
体
験
に
料
理
や
油
絵
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

川
の
清
掃
作
業
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。

☆
子
ど
も
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

自
分
の
顔
写
真
入
り
の
ハ
ガ
キ
を
誰
に

出
し
た
か
な
。

☆
子
ど
も
昆
虫
教
室

　

ク
ワ
ガ
タ
は
元
気
か
な
。

☆
子
ど
も
も
の
づ
く
り
教
室

　

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

☆
わ
が
町
「
あ
ぐ
い
探
険
」

　

あ
ぐ
い
博
士
に
な
れ
た
か
な
。

☆
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ

　

天
才
芸
術
家
の
卵
た
ち
が
ん
ば
れ
。

☆
野
鳥
観
察

　

親
子
で
野
鳥
観
察
は
楽
し
か
っ
た
ね
。

☆
美
術
館
へ
行
こ
う

　

美
術
鑑
賞
は
ど
う
で
し
た
か
。

☆
子
ど
も
絵
手
紙
教
室

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
絵
手

紙
が
届
い
た
か
な
。

　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

ど
の
教
室
も
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
声

が
聞
こ
え
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
の
思
い
出
と
新
し
い
友
達
が
い
っ

ぱ
い
で
き
ま
し
た
。

がんばり
ました

芸術に挑
戦

高根湿地を探検 ロボット作りに挑戦
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Information

　

あ
や
ち
ゃ
ん
が
、
学
校
の
帰
り
道
み
ん

な
と
話
し
な
が
ら
歩
い
て
く
る
と
、

ギ
ャ
ー
、
ギ
ャ
ー
、
な
き
な
が
ら
な
に
か

が
と
び
た
ち
ま
し
た
。

「
え
っ
。
あ
れ
は
な
ん
だ
」

　

た
ん
ぼ
の
あ
ぜ
は
、
か
れ
草
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
そ
こ
か
ら
か
れ
草
に
よ
く
に
た

ち
ゃ
い
ろ
っ
ぽ
い
鳥
が
飛
び
た
ち
ま
し
た
。

お
な
か
の
ほ
う
は
、
白
く
み
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
も
、
あ
や
ち
ゃ
ん
は
、
い
ね

を
か
っ
た
あ
と
の
な
に
も
な
い
た
ん
ぼ
を

歩
い
て
い
る
鳥
を
み
ま
し
た
。

　

日
曜
日
の
朝
の
こ
と
で
し
た
。

　

ギ
ャ
ー
、
ギ
ャ
ー
、
な
き
さ
わ
ぐ
声
を

き
き
ま
し
た
。

（
鳥
が
さ
わ
い
で
い
る
）

　

あ
や
ち
ゃ
ん
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
で
て
み

ま
し
た
。

　

空
に
鳥
と
、
カ
ラ
ス
が
み
え
ま
し
た
。

「
あ
れ
っ
。
あ
の
鳥
、
こ
の
前
さ
わ
い
で

と
び
た
っ
た
鳥
だ
」

　

あ
や
ち
ゃ
ん
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

カ
ラ
ス
の
半
分
く
ら
い
の
ち
ゃ
い
ろ
っ

ぽ
い
ち
び
鳥
が
、
カ
ラ
ス
を
お
い
か
け
て

い
る
の
で
す
。

　

ギ
ャ
ギ
ャ
ー
、
ギ
ャ
ギ
ャ
ー
、

な
き
な
が
ら
カ
ラ
ス
を
お
い
か

け
て
い
き
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
は
、
大
き
な
黒
い
羽

を
ひ
ろ
げ
て
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り
と
ん
で
い
ま
す
。
ま
る
で

ち
び
鳥
を
か
ら
か
っ
て
い
る
よ

う
に
も
み
え
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
は
、
一
言
も
な
か
な

い
で
、
ふ
う
わ
り
ふ
う
わ
り
と

ん
で
い
ま
す
。

　

ち
び
鳥
は
、
な
き
な
が
ら
つ

き
か
か
っ
て
い
き
ま
す
。
つ
き

か
か
っ
て
は
、
少
し
さ
が
る
と

ま
た
つ
き
か
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
は
、
に
げ
る
で
も
な

く
や
ね
の
上
近
く
を
、
ふ
う
わ
り
ふ
う
わ

り
、
飛
ん
で
い
ま
す
。

　

ち
び
鳥
は
、
ど
こ
ま
で
も
た
た
か
っ
て

い
き
ま
す
。

「
カ
ラ
ス
は
、
い
っ
た
い
な
に
を
し
た
ん

だ
。
そ
ん
な
に
お
わ
れ
る
ほ
ど
」

　

あ
や
ち
ゃ
ん
は
、
す
ご
い
た
た
か
い
を

み
て
い
ま
し
た
。

「
あ
れ
っ
。
カ
ラ
ス
が
上
に
あ
が
っ
た
」

と
、
み
え
た
ら
カ
ラ
ス
が
さ
ー
っ
と
、
高

く
あ
が
っ
て
に
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

お
い
か
け
て
い
た
ち
び
鳥
が
、
し
ず
か

に
な
っ
て
お
り
て
い
き
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
い
ま　

す
ご
い
た
た
か
い

が
あ
っ
た
よ
」

　

あ
や
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
に
話
し
か

け
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
は
、
の
ん
び
り
テ
レ
ビ
を
み

て
い
ま
す
。

「
な
に
が
あ
っ
た
の
？
」

「
ち
び
鳥
と
カ
ラ
ス
の
せ
ん
そ
う
」

「
ふ
ー
ん
。
カ
ラ
ス
と
た
た
か
う
と
わ
ね
。

ち
び
鳥
は
ど
ん
な
鳥
だ
っ
た
。
？
」

「
ち
ゃ
い
ろ
っ
ぽ
い
鳥
だ
よ
。
い
つ
も
大

き
な
声
で
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
な
く
鳥
」

「
あ
あ
、
あ
れ
ね
ぇ
。
た
ん
ぼ
に
い
る
鳥

よ
ね
。人
が
近
づ
く
と
大
き
な
声
で
な
く
」

「
そ
れ
そ
れ
。
そ
れ
で
ね
、
カ
ラ
ス
の
半

分
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
な
の
に
カ
ラ
ス
に
、

か
か
っ
て
い
く
の
。
羽
が
ち
ら
ち
ら
お
ち

て
き
た
り
し
て
。
そ
れ
で
も
ち
び
鳥
は
、

何
回
も
何
回
も
た
た
か
っ
て
い
く
の
」

「
す
ご
い
た
た
か
い
だ
っ
た
ね
。
ち
ょ
う

ど
い
ま
子
そ
だ
て
の
さ
い
ち
ゅ
う
で
ね
。

た
ん
ぼ
の
あ
ぜ
の
か
れ
草
の
中
に
す
を
つ

く
り
、
た
ま
ご
を
う
ん
で
ひ
な
に
か
え
す

こ
ろ
な
ん
だ
よ
」

「
な
ん
て
い
う
名
前
の
鳥
？
」

「
タ
シ
ギ
っ
て
い
う
鳥
だ
と
思
う
よ
」

「
タ
シ
ギ
か
。
そ
れ
に
し
て
も
よ
く
た
た

か
っ
た
よ
」

「
カ
ラ
ス
が
タ
シ
ギ
の
す
を
ね
ら
っ
た
の

か
も
ね
」

「
そ
れ
で
あ
ん
な
に
、
す
ご
く
た
た
か
っ

た
ん
だ
ね
。
鳥
の
お
母
さ
ん
っ
て
、
つ
よ

い
ね
」

「
お
母
さ
ん
か
ど
う
か
、
お
父
さ
ん
鳥
か

も
ね
。
鳥
に
き
い
て
み
な
け
り
ゃ
わ
か
ら

な
い
」

「
い
い
や
。
あ
れ
は
き
っ
と
お
母
さ
ん
鳥

だ
よ
。
あ
ん
な
に
な
き
さ
け
ん
で
子
ど
も

を
ま
も
る
ん
だ
も
ん
」

「
ふ
ー
ん
。
そ
う
か
ね
え
。
お
父
さ
ん
も

い
ざ
と
な
っ
た
ら
、
が
ん
ば
る
よ
」

「
だ
っ
て
人
間
は
、
お
母
さ
ん
の
ほ
う
が

や
か
ま
し
い
よ
」

「
ふ
ー
ん
。
そ
ん
な
も
の
か
ね
ぇ
」

　

お
母
さ
ん
は
、
わ
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
あ
や
ち
ゃ
ん
は
、
空
を
わ

た
っ
て
い
る
鳥
、
な
い
て
い
る
鳥
を
み
る

と
、
と
て
も
し
た
し
い
生
き
物
に
お
も
え

て
じ
ー
っ
と
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
ろ
や
ま
会
員　

か
た
や
ま
の
ぶ
こ

鳥
の
お
母
さ
ん

鳥
の
お
母
さ
ん 

鳥
の
お
母
さ
ん

鳥
の
お
母
さ
ん 

鳥
の
お
母
さ
ん 
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�□
試
験
日
な
ど

　

十
月
二
十
九
日（
日
）

　

一
般
対
象

　

乙
種
第
一
〜
六
類
・
丙
種

　

十
一
月
五
日（
日
）

　

高
校
生
対
象

　

乙
種
第
四
類
・
丙
種

□
試
験
会
場

　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間

九
月
二
十
五
日（
月
）〜
九
月
二
十
九
日

（
金
）

□
試
験
手
数
料

　

乙
種　

三
千
四
百
円

　

丙
種　

二
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

�
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

�□
講
習
日
時

　

十
月
十
三
日（
金
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場

　

東
海
市
民
体
育
館

□
講
習
内
容

　

乙
種
第
四
類
・
丙
種
が
対
象

□
受
付
期
間

平
成　

年
度　

第
四
回
・
五
回
危
険
物

１８

取
扱
者
試
験

平
成　

年
度　

第
三
回
危
険
物
取
扱
者

１８

試
験
予
備
講
習
会

　

九
月
十
一
日（
月
）〜
十
月
十
二
日（
木
）

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

□
講
習
費
な
ど

　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

二
千
八
百
円

　

定
員
百
人

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

　

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
を
開
講

し
ま
す
。

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
の
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と

は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

　

十
月
十
四
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
東
浦
支
署

　
（
定
員
二
十
人
）

　

十
月
二
十
一
日
（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

東
浦
支
署

　

�
０
５
６
２（
８
３
）０
１
１
９

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

九
月
二
十
四
日
「
清
掃
の
日
」
か
ら
十

月
一
日
「
浄
化
槽
の
日
」
ま
で
の
「
環
境

衛
生
週
間
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
東

部
知
多
衛
生
組
合
管
内
（
大
府
市
、
豊
明

市
、
東
浦
町
、
阿
久
比
町
）
の
小
学
四
年

生
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
（
優
秀
作
品
）
を

次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

□
展
示
場
所

　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
二
階
ロ
ビ
ー

　

大
府
市
大
東
町
２
‐　
９６

　

�
０
５
６
２（
４
４
）０
２
７
１

□
展
示
期
間

　

九
月
十
六
日（
土
）〜
十
月
十
五
日（
日
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８
５
５

�
　

町
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
木
造
住
宅
の

無
料
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
診
断
を
行
う
条
件

①　

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前

に
建
築
（
着
工
）
さ
れ
た
木
造
住
宅

（
二
階
建
て
以
下
）
で
あ
る
こ
と
。

※　

日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
住
宅
で
あ

る
こ
と
。

②　

そ
の
住
宅
の
所
有
者
で
「
専
門
家
耐

震
診
断
申
請
書
」
の
自
己
診
断
欄
で
自

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

己
診
断
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

□
申
請
に
必
要
な
書
類

　

専
門
家
耐
震
診
断
申
請
書
（
提
出
用
）

□
実
施
棟
数

　

百
棟
予
定
（
本
年
度
実
施
分
締
め
切
り

は
九
月
末
。
以
降
の
申
請
は
、
平
成
十
九

年
度
実
施
と
な
り
ま
す
）

□
実
施
期
間

　

十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
を
予
定

※　

こ
の
診
断
事
業
は
、
今
後
五
年
間
引

き
続
き
実
施
す
る
予
定
で
す
。

※
「
専
門
家
耐
震
診
断
申
請
書
」
は
、
役

場
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

�
　

ポ
ス
タ
ー
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看

板
、
広
告
旗
、
広
告
板
、
広
告
塔
な
ど
の

屋
外
広
告
物
を
無
秩
序
、
無
制
限
に
出
さ

れ
る
と
、
街
の
美
観
や
自
然
環
境
を
損
な

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

愛
知
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
は
、
屋
外

広
告
物
の
設
置
・
表
示
の
仕
方
、
場
所
な

ど
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
条

例
を
守
っ
て
、
周
囲
の
景
観
と
の
調
和
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
広
告
物
を
出
す
と
き
に
は
、
事
前

に
建
設
課
（
屋
外
広
告
物
担
当
）
に
相
談

く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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衣
浦
西
部
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

と
小
廻
間
地
区
計
画
の
都
市
計
画
決
定
を

し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
。

□
用
途
地
域
の
変
更
お
よ
び
小
廻
間
地
区

計
画
の
区
域

　

阿
久
比
町
大
字
宮
津
字
小
廻
間
地
内
の

一
部

□
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

�
　

宮
津
地
区
で
施
行
し
て
い
る
土
地
区
画

�
�
�
�
�
�
�
�
	



整
理
事
業
で
、
優
良
宅
地
の
保
留
地
を
分

譲
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
面
積
や
販
売
価

格
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
宮
津
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合

（
宮
津
公
民
館
二
階
）

　

�（
４
８
）５
０
５
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
13.ocn.ne.jp/̃m

iyadu/

�　

町
営
プ
ー
ル
一
般
開
放
の
忘
れ
物
が
た

く
さ
ん
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
中
央
公
民
館

本
館
の
社
会
教
育
課
ま
で
取
り
に
き
て
く

だ
さ
い
。

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

九
月
二
十
九
日（
金
）を
過
ぎ
て
も
持
ち

主
の
分
か
ら
な
い
忘
れ
物
に
つ
い
て
は
処

分
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�　

愛
知
県
道
路
公
社
で
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者

に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
す
。

□
開
始
日　

九
月
一
日（
金
）

□
サ
ー
ビ
ス
内
容　

一
回
の
利
用
ご
と
に
、

百
円
で
四
ポ
イ
ン
ト
加
算
さ
れ
ま
す
。

百
ポ
イ
ン
ト
で
百
円
還
元
し
ま
す
。

計
算
例

　

大
高
料
金
所
〜
り
ん
く
う
本
線
料
金
所

（
普
通
車
）
１
、
０
５
０
円
÷
１
０
０
＝

　

・
５
（
円
未
満
切
り
捨
て
）　

×
４

１０

１０

（
１
０
０
円
＝
４
ポ
イ
ン
ト
）
×
２
（
往

復
）
×　

（
通
勤
日
数
）
＝
１
、
６
０
０

２０

ポ
イ
ン
ト

※　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ

レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
事
前
の
登
録
が

必
要
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
事
務
局

　
http://w

w
w
.sm
ile

‐ etc.jp/
　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

�
０
５
７
０
（
０
１

０
１
２
５
）、０
４
５（
４
７
７
）３
７
９
３

（
平
日
は
午
前
九
時
〜
午
後
九
時
、
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
は
午
前
九
時
〜
午
後
六
時
）

□
サ
ー
ビ
ス
対
象
路
線

　

知
多
半
島
道
路
、
南
知
多
道
路
、
知
多

横
断
道
路
、
中
部
国
際
空
港
連
絡
道
路

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

�

�

�

�

�

�

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
道
路
公
社
総

務
部
業
務
課　

�
０
５
２（
９
６
１
）１

６
２
１　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.aichi

‐ dourokousha.or.jp/

�

□
日　

時　

十
月
三
日（
火
）

　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所

　

中
央
公
民
館
本
館
１
０
２
号
室

□
相
談
内
容

司
法
書
士
コ
ー
ナ
ー

・
土
地
建
物
の
相
続
、
売
買
、
贈
与
な
ど

の
登
記
相
談

・
会
社
の
設
立
、
増
資
な
ど
の
登
記
相
談

・
簡
易
裁
判
所
で
の
訴
訟
お
よ
び
裁
判
書

類
の
作
成
に
関
す
る
法
律
相
談

行
政
書
士
コ
ー
ナ
ー

・
農
地
の
転
用
（
家
屋
の
建
築
・
駐
車
場

な
ど
）

・
建
設
業
、
風
俗
営
業
、
飲
食
店
営
業
の

許
可

・
入
管
手
続
、
法
人
設
立
、
相
続
手
続
、

車
庫
証
明

・
そ
の
他
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
の
作
成

に
関
す
る
相
談

□
相
談
員

　

愛
知
県
司
法
書
士
会
半
田
支
部
会
員

　

愛
知
県
行
政
書
士
会
知
多
支
部
会
員

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
司
法
書
士
会

　

�
０
５
６
９（
４
３
）３
９
１
５

　

愛
知
県
行
政
書
士
会

　

�
０
５
６
９（
３
５
）３
５
２
８

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　自分の愛する家族や友人などが目の前で倒れてし
まったら・・・。あなたは『心肺蘇生』ができます
か。『ＡＥＤ』が使えますか。
　『早い通報、早い応急処置、早い救急処置、医療処
置』この４つのかけ橋であなたの愛する人の命が救
えます。
　１１９番通報から救急車が到着するまで全国平均約
６分。この６分が命をつなぐためには一番重要な時
間です。
　救えるのは、そばにいる『あなた』です。

9月9日は、救急の日 9月9日は、救急の日 9月9日は、救急の日 
救急医療週間 

9月3日（日）～9月9日（土） 

9月9日は、救急の日 
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町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア

グ
ピ
ー
」
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

三
百
個
限
定
、
一
個
三
百
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

�

　

一
人
一
個
限
り
、
企
画
財
政
課
窓
口
の

み
の
販
売
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
無
く
な
り

次
第
終
了
。）

□
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
３
）

　

平
成
十
八
年
六
月
長
雨
土
砂
災
害
救
援

金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

集
ま
り
ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
愛
知
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

Information

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�

�

�

�

�

�

�

金額（円）設　置　場　所

１０３役 場
７１０中 央 公 民 館 本 館

３，３０８社 会 福 祉 協 議 会
６９７保 健 セ ン タ ー

１，３１９図 書 館
１０，１００エ ス ペ ラ ン ス 丸 山

８０ふ れ あ い の 森
７２ス ポ ー ツ 村

１６，３８９合　　　　計

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

地
方
自
治
の
功
労
と
社
会
貢
献
活

動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
章

と
な
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
町
議
会
議
員
を
十
二
年
、

保
護
司
を
十
五
年
務
め
る
な
ど
、
町

の
た
め
に
大
変
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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ありがとうございます 
 

新美　修新美　修 様 
　町へ金魚を寄贈いただきまし　町へ金魚を寄贈いただきまし
た。た。 
　役場庁舎玄関入口の水槽で泳　役場庁舎玄関入口の水槽で泳
いでいます。ご覧くださいいでいます。ご覧ください。 

新美　修 様 
　町へ金魚を寄贈いただきまし
た。 
　役場庁舎玄関入口の水槽で泳
いでいます。ご覧ください。 
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は
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ば
や

�
�
�
��

�
�
�
	


�
�

��

�
�
�
�
�

�
�
�
��

�
�
�
	


�
�
�

�
��
�
���
��

そ
う 
き
ち
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ぢ 
が
ね
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み
の
る
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縦２㎝・横１.５ ㎝の
ピンバッチ
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，１５７　　（　２０）

人　口　２４，９４３人（　１６）

　男　　１２，３８７人（　 ３）

　女　　１２，５５６人（　１３）

（　　）は前月との増減数

７月中の異動

　出生　１２　転入　１０９

　死亡　１６　転出　 ８９

平成１８年８月１日現在

□日　時　　１２月２日（土）　午後１時スタート予定（雨天決行）
□コース　　愛・地球博記念公園内を発着点とする周回コース
□主　催　　愛知陸上競技協会、東海テレビ放送
□後　援　　愛知県、愛知県教育委員会ほか
□区間・距離　９区間２８．７５㎞
　第１区　５．０３㎞　ジュニア（男子）　　　第６区　３．３７㎞　ジュニア（女子）
　第２区　２．５１㎞　中 学 生（女子）　　　第７区　４．０９㎞　４０歳以上（男女不問）
　第３区　１．０３㎞　小 学 生（男子）　　　第８区　４．０９㎞　一　　般（女子）
　第４区　２．７８㎞　中 学 生（男子）　　　第９区　４．８２㎞　一　　般（男子）
　第５区　１．０３㎞　小 学 生（女子）
□出場資格
　・　平成１８年９月１日現在、阿久比町に在住、在勤している方。
　・　ジュニアとは、昭和６１年１２月３日から平成３年４月１日までに生まれた方。
　・　一般とは、昭和６１年１２月２日以前に生まれた方。
　・　４０歳以上とは、昭和４１年１２月２日以前に生まれた方。
□申込期限　９月３０日（土）
　　　　　（申し込み多数の場合、１０月１４日の午後から選考会を実施します。）
□申し込み・問い合わせ先　直接、阿久比スポーツ村へ申し込みください。
　　　　　　　　　　　　　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００

※　大会に出場する選手は、プログラムや大会成績などに氏名、所属などが記載されます。
　　大会の映像などは大型スクリーンやインターネットなどに転載されることがあります。
　　あらかじめ了承してください。

阿 久 
比 
町 


